
発行 2024-008
開催日 11/10(日)

開催時間 9:00～1４:３０
天候 曇り
参加 15 名（指導員含）
主催 西三河自然観察会

担当 馬場、武田、石黒

ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ（亀甲白熊）

（日） 初冬の森と渓谷で

あっ…葵！（ｱｵｲ） お待ちしていま～す。
作成 １１/３０　石黒

次回開催： 12月8日

テーマ　：

概 況 ： 一日曇り空のようで陽射しは望めそうにないが雨もなさそうである。紅葉
祭りが始まったが気温が高く紅葉にはもう少し先の様子。入口付近の川縁ではｳﾁ
ﾜﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳが盛りと咲いており約1ヶ月遅れ、道端にも小さな白い花が点々と
「あっ…白熊！」ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏの花である。昨年ほどではないが結構な数の花が見ら
れ嬉しくなる。ﾎﾄﾄｷﾞｽ（ﾕﾘ科）やｳﾁﾜﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ（ﾕｷﾉｼﾀ科）は気温の影響を強く受
けるがｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ（ｷｸ科）は陽の長さに強く影響される（短日性）と云う事で例年並
の開花。ｷｺｳﾊｸﾞﾏ＝亀甲型の葉をした白熊のような花＝牛の仲間のﾔｸを指しその
毛を使ったお坊様が使う払子のような花と云う事。ありがたいその白いﾔｸの毛は本
来蝿や蚊を殺生しないよう払う道具で後に厄（ﾔｸ）を払うに変化したとの事。因みに
ﾔｸの毛は南蛮渡来の財宝、徳川幕府に蓄えられていたものを官軍が接収し赤や
黒に染めた軍帽で戦い明治維新を起こした。赤熊（ｼｬｸﾞﾏ）は土佐藩、黒熊（ｺｸﾞﾏ）
は薩摩藩、白熊（ﾊｸﾞﾏ）は長州藩だそうである。

あっ…白熊！（ﾊｸﾞﾏ）

小部屋（Mushroom） モエギタケ
萌黄色（もえぎ色）は春に萌え出る若葉のような強い黄緑色のことを指し、この色

のきのこがﾓｴｷﾞﾀｹです。余談ですが若草色、若葉色なども黄緑色を示し、色合い

を細かく現わす豊かな感性が日本人にはあるようです。ﾜｶｸｻﾀｹと言う鮮やかな黄

緑色のきのこもあります。話を戻しますが、このきのこは広葉樹林の地上に群生し

ます。くらがり渓谷でもそのように秋に現れます。落ち葉の中から顔を出すﾓｴｷﾞﾀｹ

はまるでｴﾒﾗﾙﾄﾞの宝石のようです。食用のﾅﾒｺの仲間ですが神経毒を含むとの情

報があり食の対象ではありません。秋のこの時の草木の紅葉と多彩なきのこの色

や形。この「そこはかとない」美しい森をいつまでも我々が残していきたいものです。
（ｷﾉｺの写真は馬場さん提供）

写真左上から ： ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ、ｲﾛﾊｶｴﾃﾞ、ｼﾗｷ、ﾔﾏﾊｾﾞ、ｱﾜﾌﾞｷ、ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ、ﾒｷﾞ、ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ、ﾐﾔﾏｼｷﾐ、ｽﾙｶﾞﾃﾝﾅﾝｼｮｳ、ﾔﾏ
ﾉｲﾓ、ｸｻｱｼﾞｻｲ、ﾉｺﾝｷﾞｸ、ｳﾁﾜﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ、ｾﾝﾌﾞﾘ その他観察できたもの ： ｵﾆﾙﾘｿｳ、ﾋﾒｶﾝｱｵｲ 野鳥他 ： ﾋﾖﾄﾞﾘ、ﾐ
ｿｻｻﾞｲ

写真左上から ： ﾋﾒﾀﾞｲﾀﾞｲﾀｹ、ｸｻｶﾚﾊﾞﾀｹ、ｽｷﾞｴﾀﾞﾀｹ、ﾅﾗﾀｹ、ﾆｶﾞｸﾘﾀｹ、ﾁｬｶｲｶﾞﾗﾀｹ、ｺﾁｬﾀﾞｲｺﾞｹ、ﾏｺﾞｼﾞｬｸｼ 他に見ら
れたきのこ ： ｱｲｶﾜﾀｹ、ﾏﾕﾊｷﾀｹ、ﾓｴｷﾞﾋﾞｮｳﾀｹ、ﾄｶﾞﾘﾂｷﾐﾀｹ､ﾁｼｵﾀｹ､ ｱｶｶﾊﾞｲﾛﾀｹ､ﾁｬｳﾛｺﾀｹ､ｶｲｶﾞﾗﾀｹ､ﾆｸｳｽﾊﾞﾀｹ､ﾊｶ
ﾜﾗﾀｹ､ｼｯｸｲﾀｹ､ｶﾜﾗﾀｹ､ｷﾇﾊﾀﾞﾀｹﾓﾄﾞｷ､ﾈﾝﾄﾞﾀｹ､ﾀﾞｲﾀﾞｲﾀｹ､ｵｵﾐﾉｺﾌｷﾀｹ､ﾎｳﾛｸﾀｹ､ﾚﾝｶﾞﾀｹ ､ｼｶﾀｹ､ﾁｬﾐﾀﾞﾚｱﾐﾀｹ


